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戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦第三試合は甲南大学対芦屋大学の一戦。前半は両チームとも得点を重ね点
差が開くことなく3点差で折り返しを迎えた。第三ピリオドに入り芦屋大がインサイドとアウトサイドを上手く使い得点を
重ね、流れを掴んだ。第四ピリオドは、甲南大#24藤井などが３Pシュートを沈め、追い上げを見せるが芦屋大の流れ
を切ることができず、終始リードを保った芦屋大が82-70で勝利。

【第一ピリオド】
試合開始からラリーが続いたが、芦屋大＃44芝田によるセンタープレーからオールコートマンツーマンで激しいディ
フェンスを行い甲南大に楽にボールを運ばせないという状況が続くが、甲南大＃24藤井による巧みなアウトサイドか
らの攻撃が決まり、点差が拮抗を保つ。ブレイクが出たのは残り3分で＃14景山によるパスカットからのレイアップ
シュートであった。芦屋大も#15三輪のレイアップシュートなどで粘りを見せ、芦屋大#5喜瀬によるブザービーターで
17-18で芦屋大がリード。
【第二ピリオド】
第二ピリオドは両校とも得点を重ね開始5分点差は1点差。芦屋大#11中村によるゴール下シュートや甲南大#32太田
によるファウルプレーで得点を重ねるが最大点差は3点差。両チームともにブザーが鳴るまで粘りを見せたが、39-36
で甲南大が3点のリード。
【第三ピリオド】
第三ピリオドは、ディフェンスのあたりが厳しい中、芦屋大#32室矢がゴール下シュートを決め、点差は1点からのス
タート。芦屋大は甲南大のディフェンスに苦しみを見せるが、#64大城によるロングツーが決まり点差は５点に広がる。
甲南大#1小坂、#2岩崎の連係プレーにより、ブレイクを出すも点差は縮まらず、芦屋大8点のリードで最終ピリオドを
迎える。
【第四ピリオド】
第4ピリオド最初のシュートは、甲南大#34須藤のジャンプシュートを決めるが、開始3分で芦屋大#61海部によるス
リーポイントシュートで点差は12点まで広がるが甲南大のオールコートディフェンスに苦しみを見せる。タイトなディ
フェンスからシュートにつなげる甲南大は、#24藤井の３Pシュートからじわじわとリズムをつかみ始めるが、ファウル
ゲームに持ち込まれフリースローにより点差がなかなか縮まらず芦屋大が82-70で勝利を収めた。
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